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2021 年度 豊橋技術科学大学同窓会 総会 議事録 
 

日 時： 2021 年 7 月 10 日（土）15:00～ オンライン（Zoom）会議 
 https://us02web.zoom.us/j/89282852936?pwd=K1I3dHgyckJaYWE4OVI1NWFXZysvUT09 
議 長： 若林 亮 豊橋技術科学大学同窓会会長 
議事録：後藤（2系） 
 
出席役員（役員以下敬称略）： 
若林会長，高嶋顧問，戸高（1 系），山田，秋月（1 系），稲田，宮路，後藤，崔（2 系），田村（3 系），
山本（学外（3 系）），栗田（4 系），松本，松尾（5 系），Tan（総合研究院） 
出席者：古野志健男，Shoji Nakazawa，滝川浩史，, Tetsuo Takahashi, Hideki Tamaru, , ダン アイン・
チュン，Nguyen Ngoc Binh, Rosni，金山豊浩，Nguyen Duc Thi，Lim Pang Boey，UTHMJohor, Rafizan，
他 
 
【配布資料】 
資料番号 R03-TS-01 豊橋技術科学大学同窓会 2021 年度役員一覧 
資料番号 R03-TS-02 委任状提出結果 
資料番号 R03-TS-03 豊橋技術科学大学同窓会 2020 年度事業報告 
資料番号 R03-TS-04 同窓会寄付金使途報告 
資料番号 R03-TS-05 豊橋技術科学大学同窓会 2020 年度決算報告 
資料番号 R03-TS-06 豊橋技術科学大学同窓会 2021 年度事業計画 
資料番号 R03-TS-07 豊橋技術科学大学同窓会 2021 年度予算案 
 
【議事】 
1. 2021 年度役員名簿の確認および委任状提出結果（2 系） 
資料番号 R03-TS-01 
資料番号 R03-TS-02 
 稲田役員から資料を用いて説明があり，承認された。 
 新役員（田村役員，崔役員）から自己紹介があった。 
 
2. 2020 年度活動報告（2 系） 
資料番号 R02-TS-03 
資料番号 R02-TS-04 
 稲田役員から資料を用いて説明があった。 
 支援時の金額の決め方について質問があり，審査により個別に決定している旨の回答があった。 
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 新型コロナの影響下でめざましごはんが予約制の弁当販売となっており，プレミアムマンデーの経
費支援が有効に活用されているかどうか質問があった。稲田役員よりエビデンスとしては整理でき
ていないが，学内寮生および大学近隣の下宿生からの予約弁当販売のニーズはかなりある旨説明し
た。 

 
3. 2020 年度決算報告（5 系） 資料番号 R02-TS-05 
 松本役員から資料を用いて説明があった。 
 監査報告書を後日，松本役員，中澤様から提出されることとなった。 
 支援の効果について質問があり，学内の寮生を含む困窮学生へのご飯の提供などで一定の効果があ

った旨回答があった。 
 会費未払い者についての対応について質問があった。現在督促を行なっていないため，1 度は督促

をする方向で検討する旨，若林会長から回答があった。 
 
【協議事項】 
1. 2021 年度活動計画（2 系） 資料番号 R02-TS-06 
 稲田役員から資料を用いて説明があった。 
 若林会長から補足説明があった。 
 滝川会員から卒業生連携室は，今年 10～11 月にホームカミングデーを実施する予定であるため，

こちらについても，予算措置を希望したい旨の連絡があった。事業計画と予算案に追記する旨，稲
田役員より回答あった。 

 その他は承認された。 
 

2. 2021 年度予算案（5 系） 資料番号 R02-TS-07 
 松本役員から資料を用いて説明があった。 
 古野会員から新型コロナウイルス感染症対策緊急援助金の使われ方について質問があった。使い方

について同窓会役員会にて，よく審議して進める旨の回答があった。 
 古野会員から同窓会報 No.38 が発行できていない旨について質問があった。遅れてもよいので，2

報（No.38, 39）発行しる努力をする旨の回答が若林会長よりあった。 
 その他は承認された。 
 
3. その他 
 困窮学生への支援のために，同窓会から 500 万円，大学から 500 万円を支出して経済支援枠を作る

ということで，同窓会長と寺嶋学長で合意された。また，支援金の使途としては新型コロナワクチ
ン職域接種に係る費用の一部負担や，昨年度と同様な困窮学生への緊急経済支援を想定しているが，
前者の状況が不透明な場合は，主に後者の困窮学生支援に充てることで合意した 


